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紀
女
郎
の
歌

｜
大
伴
家
持
と
の
贈
答
歌
を
め
ぐ
っ
て

｜

小
野
寺

静

子

は

じ

め

に

大
伴
氏
と
紀
氏
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
、
尾
山
篤
二
郎
氏
は
紀
氏
の
本

拠
和
泉
日
根
郡
と
大
伴
氏
の
領
地
の
摂
津
住
吉
地
方
は
同
国
近
隣
、
大
和

に
於
け
る
大
伴
氏
の
拠
地
と
紀
氏
の
拠
地
と
は
殆
ど
隣
接
し
て
い
る
な
ど

か
ら
大
伴
氏
と
紀
氏
と
の
関
係
の
深
さ
を
述
べ
て

１
）

い
る
。
大
伴
御
行
の
妻

が
紀
音
那
、
安
麻
呂
の
後
妻
即
ち
坂
上
郎
女
の
母
が
紀
氏
の
血
族
で
あ
る

石
川
氏
で
あ
る
こ
と
も
紀
氏
と
の
関
係
の
深
さ
を
示
す
も
の
と
し
て
挙
げ

ら
れ
る
。
ま
た
、
大
伴
旅
人
の
大
宰
帥
時
代
、
紀
氏
か
ら
男
人
が
大
弐
と

し
て
赴
任
し
て
お
り
天
平
二
年
正
月
の
梅
花
の
宴
で
男
人
の
歌
が
巻
頭
を

飾
っ
て
い
る
。
大
伴
氏
と
紀
氏
は
本
拠
地
が
隣
接
し
古
く
か
ら
近
い
存
在

で
さ
ら
に
血
縁
的
な
繫
が
り
も
あ
り
、
加
え
て
文
芸
の
場
で
も
す
で
に
と

も
に
す
る
機
会
に
遭
遇
し
て
い
た
。

紀
女
郎
は
名
を
小
鹿
、
す
な
わ
ち
紀
小
鹿
女
郎
と
い
い
、
父
は
紀
鹿
人

大
夫
、
安
貴
王
の
妻
で
あ
っ
た
こ
と
が
万
葉
集
の
記
事
か
ら
わ
か
る
。
大

伴
家
持
と
歌
を
か
わ
し
た
あ
る
い
は
か
わ
し
た
と
考
え
ら
れ
る
女
性
で
そ

の
名
ま
で
留
め
る
の
は
珍
し
い
。
家
持
と
歌
の
や
り
と
り
を
し
た
と
確
実

に
伝
え
る
女
性
に
は
、
河
内
百
枝
娘
子
、
巫
部
麻
蘇
娘
子
、
日
置
長
枝
娘

子
、
粟
田
女
娘
子
が
い
る
。
河
内
は
氏
の
こ
と
と
も
河
内
国
の
こ
と
と
も

い
わ
れ
、
氏
の
こ
と
と
す
れ
ば
百
枝
が
名
と
な
ろ
う
。
巫
部
麻
蘇
娘
子
は

巫
部
が
氏
を
さ
し
麻
蘇
が
名
か
と
い
わ
れ
、
日
置
長
枝
娘
子
は
日
置
が
氏

で
長
枝
が
名
か
と
い
わ
れ
る
。
粟
田
女
娘
子
は
粟
田
が
氏
を
示
す
と
も
粟

田
女
が
名
を
あ
ら
わ
す
と
も
さ
れ
る
。
い
ず
れ
も
明
確
に
名
と
は
い
え
な

い
。家

持
に
歌
を
贈
っ
た
と
は
な
い
が
、
そ
の
可
能
性
の
あ
る
女
性
と
し
て

石
川
賀
係
女
郎
、
安
都
扉
娘
子
、
丹
波
大
女
娘
子
、
他
田
広
津
娘
子
が
い

（

）
一
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る
。
石
川
賀
係
女
郎
は
、
石
川
が
氏
の
名
で
あ
る
と
も
石
川
賀
係
が
氏
の

名
で
あ
る
と
も
い
わ
れ
る
。
石
川
を
氏
と
す
れ
ば
賀
係
が
名
と
な
ろ
う
。

安
都
扉
娘
子
は
安
都
が
氏
で
扉
が
名
か
と
、丹
波
大
女
娘
子
は
丹
波
が
氏
、

大
女
は
字
で
あ

２
）

ろ
う
と
、
他
田
広
津
娘
子
は
他
田
が
氏
で
広
津
が
名
か
、

あ
る
い
は
他
田
は
地
名
で
広
来
津
の
女

３
）

性
か
と
す
る
も
の
も
あ
る
。
家
持

と
歌
の
や
り
と
り
を
し
た
、
あ
る
い
は
そ
の
可
能
性
の
あ
る
女
性
で
名
を

記
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
女
性
は
い
ず
れ
も
伝
未
詳
で
、
し
か
も
確
実

に
名
を
示
す
と
は
云
い
が
た
い
。
家
持
の
結
婚
相
手
で
あ
る
大
伴
坂
上
大

嬢
も
名
に
相
当
す
る
と
こ
ろ
は
な
く
、
家
持
の
妹
も
名
を
伝
え
ら
れ
る
こ

と
は
な
い
。
こ
う
し
て
見
る
と
父
、
結
婚
相
手
、
名
を
明
記
し
て
い
る
紀

女
郎
は
異
例
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
紀
女
郎
は
、
家
持
に
と
っ
て
他
の

女
性
と
は
異
な
る
女
性
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
こ
う
し
た
事
情
を
示
す

こ
と
は
い
か
な
る
こ
と
を
示
す
の
か
、
紀
女
郎
と
家
持
の
歌
は
ど
の
よ
う

な
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
な
ど
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

一

父
紀
鹿
人
大
夫
の
歌
に
、

典
鋳
正
紀
朝
臣
鹿
人
、
衛
門
大
尉
大
伴
宿
祢
稲
公
の
跡
見
の

庄
に
至
り
て
作
る
歌
一
首

射
目
立
て
て
跡
見
の
岡
辺
の
な
で
し
こ
が
花
ふ
さ
手
折
り
我
は
持
ち

て
行
く
奈
良
人
の
た
め

（
八
・
一
五
四
九
、
秋
雑
）

が
あ
る
。
旋
頭
歌
形
式
で
工
夫
を
こ
ら
し
た
歌
で
あ
る
。
鹿
人
が
わ
ざ
わ

ざ
跡
見
の
庄
に
滞
在
し
て
い
た
大
伴
宿
祢
稲
公
を
訪
ね
て
い
る
。
稲
公
は

坂
上
郎
女
の
弟
で
あ
り
家
持
の
叔
父
で
あ
る
。
跡
見
の
庄
は
飛
鳥
、
藤
原

の
辺
り
に
あ
っ
た
大
伴
氏
の
庄
で
、
後
に
坂
上
郎
女
、
坂
上
大
嬢
、
家
持

も
訪
れ
て
い
る
。
こ
の
鹿
人
の
跡
見
の
庄
訪
問
は
い
つ
頃
と
推
測
で
き
る

だ
ろ
う
か
。
鹿
人
が
典
鋳
正
と
な
っ
た
時
期
は
不
明
だ
が
、
典
鋳
正
は
正

六
位
相
当
官
で
あ
る
の
で
そ
れ
を
手
掛
か
り
に
考
え
れ
ば
、
鹿
人
は
天
平

九
年
九
月
に
正
六
位
よ
り
外
従
五
下
、
一
二
月
に
主
殿
頭
に
な
っ
て
い
る

か
ら
そ
れ
以
前
と
な
る
。
稲
公
は
天
平
二
年
に
は
右
兵
庫
助
、
天
平
一
三

年
一
二
月
従
五
位
下
・
因
幡
国
守
に
な
っ
て
い
る
か
ら
右
兵
庫
助
の
解
任

か
ら
天
平
一
三
年
一
二
月
の
間
が
衛
門
大
尉
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
万
葉

集
巻
八
雑
歌
の
配
列
か
ら
、
一
五
四
九
歌
の
直
前
の
大
伴
坂
上
郎
女
の
歌

は
旅
人
没
後
、
二
、
三
年
後
の
こ
と
で
、
後
に
は
天
平
八
年
九
月
、
家
持

の
「
秋
の
歌
四
首
」（
八
・
一
五
六
六
〜
一
五
六
九
）
が
あ
る
の
で
、
一
五
四
九

歌
は
こ
の
間
の
も
の
と
の
推
定
が
可
能
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
お
よ
そ
天

平
六
年
秋
〜
七
年
秋
の
作
と
い
え
る
。

鹿
人
の
歌
は
他
に
「
紀
朝
臣
鹿
人
の
、
跡
見
の
茂
岡
の
松
の
樹
の
歌
一

首
」（
六
・
九
九
〇
）
、「
同
じ
鹿
人
の
、
泊
瀬
川
の
辺
に
至
り
て
作
る
歌
一
首
」
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（
六
・
九
九
一
）
の
二
首
が
あ
る
。
釈
注
に
九
九
〇
歌
と
一
五
四
九
歌
は
鹿
人

歓
迎
の
宴
で
の
も
の
、
九
九
一
歌
は
奈
良
へ
の
帰
路
途
上
の
歌
と
す
る
よ

う
に
、
こ
れ
ら
三
首
は
一
五
四
九
歌
と
同
じ
時
の
歌
で
あ
ろ
う
。
鹿
人
の

万
葉
集
中
の
歌
は
こ
の
三
首
の
み
で
あ
る
か
ら
、
鹿
人
の
歌
は
全
て
こ
の

跡
見
の
庄
訪
問
時
の
も
の
と
な
る
。
稲
公
と
の
交
流
が
あ
っ
て
は
じ
め
て

鹿
人
の
歌
が
万
葉
集
に
留
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

紀
女
郎
は
、
安
貴
王
の
妻
で
あ
っ
た
（
四
・
六
四
三
題
）
が
、
安
貴
王
が
八

上
采
女
を
娶
り
不
敬
罪
に
断
ぜ
ら
れ
た
事
件
を
き
っ
か
け
に
安
貴
王
と
別

れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
安
貴
王
の
子
、
市
原
王
は
家
持
と
交
流
が
あ
り
、
天

平
五
年
と
推
測
で
き
る
「
市
原
王
、
宴
に
父
安
貴
王
を
禱
く
歌
」（
六
・
九
八

八
）
は
、
大
伴
家
で
の
宴
歌
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

天
平
の
比
較
的
早
い
時
期
か
ら
、
鹿
人
と
稲
公
の
交
流
が
あ
り
、
紀
女

郎
の
結
婚
相
手
で
あ
っ
た
安
貴
王
の
子
・
市
原
王
と
家
持
は
親
密
な
交
流

を
持
っ
た
。
天
平
一
二
年
一
〇
月
、
聖
武
天
皇
の
伊
勢
を
は
じ
め
と
す
る

東
国
巡
行
に
は
家
持
、
安
貴
王
も
陪
従
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
交
流
は
、

鹿
人
や
市
原
王
と
坂
上
郎
女
、
家
持
、
大
伴
家
の
人
々
と
の
繫
が
り
へ
と

広
が
る
。
家
持
と
紀
女
郎
は
、
は
じ
め
か
ら
親
や
子
を
も
ま
き
こ
ん
だ
親

し
い
間
柄
で
、
そ
の
交
流
は
お
よ
そ
天
平
一
一
年
こ
ろ
か
ら
は
じ
ま
っ
て

い
る
。
恋
情
か
ら
始
ま
る
の
で
な
く
、
紀
女
郎
が
鹿
人
の
子
の
中
で
ず
ば

抜
け
た
歌
才
の
持
ち
主
だ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
大
伴
家
圏
の
構
成
員
で

あ
っ
た
父
や
市
原
王
の
交
流
の
中
に
参
加
し
家
持
と
紀
女
郎
の
贈
答
歌
群

成
立
を
み
る
こ
と
に
な
る
。

佐
藤
隆
氏
は
「
紀
氏
の
和
歌
文
学
圏
」
を
想
定
し
、
天
平
二
年
の
梅
花

宴
で
作
品
を
披
露
し
た
紀
男
人
が
出
発
点
と
な
っ
て
、
紀
氏
と
大
伴
氏
は

深
く
文
芸
交
流
を
は
じ
め
、
紀
女
郎
は「
紀
氏
の
文
化
圏
世
界
を
背
景
に
、

大
伴
氏
の
文
化
圏
世
界
に
挑
戦
し
て
い
た
の
で
は
な

４
）

い
か
」
と
、
文
芸
交

流
に
よ
る
も
の
と
、
二
つ
の
文
化
圏
の
交
流
を
指
摘
し
て
い
る
。

二

紀
女
郎
の
歌
は
万
葉
集
に
一
二
首
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
家
持
と
の
贈
答

で
な
い
も
の
は
、「
紀
女
郎
の
怨
恨
の
歌
三
首
」（
四
・
六
四
三
〜
六
四
五
）
、「
紀

女
郎
、
包
め
る
物
を
友
に
贈
る
歌
一
首
」（
四
・
七
八
二
）
、「
紀
女
郎
の
歌
一

首
」（
八
・
一
四
五
二
）
、「
紀
小
鹿
女
郎
の
梅
の
歌
一
首
」（
八
・
一
六
四
八
）
、

「
紀
小
鹿
女
郎
の
歌
一
首
」（
八
・
一
六
六
一
）
の
七
首
で
、
家
持
と
贈
答
の
関

係
に
あ
る
五
首
を
凌
ぐ
。
し
か
し
、
こ
の
七
首
の
中
に
は
家
持
と
贈
答
関

係
に
あ
っ
た
も
の
も
な
い
と
は
い
え
な
い
。紀
女
郎
の
歌
は
す
べ
て
巻
四
、

八
に
載
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
紀
女
郎
の
歌
は
家
持
の
配
下
に
あ
っ
た
と

い
え
る
。
ま
た
家
持
か
ら
紀
女
郎
へ
贈
っ
た
歌
は
一
一
首
に
の
ぼ
り
、
紀

女
郎
か
ら
家
持
へ
贈
っ
た
歌
よ
り
六
首
多
い
歌
を
万
葉
集
に
載
せ
た
こ
と
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に
な
る
。
家
持
は
紀
女
郎
と
の
歌
の
贈
答
に
重
き
を
置
き
、
そ
の
歌
を
万

葉
集
に
と
ど
め
た
の
で
あ
る
。

題
詞
に
明
記
さ
れ
る
紀
女
郎
と
家
持
の
贈
答
の
歌
を
掲
載
順
に
示
せ
ば

次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

①

紀
女
郎
、
大
伴
宿
祢
家
持
に
贈
る
歌
二
首
（
四
・
七
六
二
〜
七
六

三
）

大
伴
宿
祢
家
持
の
和
ふ
る
歌
一
首
（
四
・
七
六
四
）

②

大
伴
宿
祢
家
持
、
紀
女
郎
に
報
へ
贈
る
歌
一
首
（
四
・
七
六
九
）

③

大
伴
宿
祢
家
持
、
紀
女
郎
に
贈
る
歌
一
首
（
四
・
七
七
五
）

紀
女
郎
、
家
持
に
報
へ
贈
る
歌
一
首
（
四
・
七
七
六
）

大
伴
宿
祢
家
持
、
更
に
紀
女
郎
に
贈
る
歌
五
首（
四
・
七
七
七
〜
七

八
一
）

④

紀
女
郎
、
大
伴
宿
祢
家
持
に
贈
る
歌
二
首
（
八
・
一
四
六
〇
〜
一

四
六
一
）

大
伴
家
持
の
贈
り
和
ふ
る
歌
二
首
（
八
・
一
四
六
二
〜
一
四
六
三
）

⑤

大
伴
家
持
、
紀
女
郎
に
贈
る
歌
一
首
（
八
・
一
五
一
〇
）

こ
の
う
ち
②
、
⑤
は
家
持
の
歌
の
み
あ
っ
て
紀
女
郎
の
歌
は
な
い
。
②

に
は
「
報
へ
贈
る
歌
」
と
あ
る
か
ら
紀
女
郎
か
ら
の
歌
に
和
え
て
の
歌
で
、

万
葉
集
に
載
せ
て
い
な
い
が
紀
女
郎
の
歌
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ

の
よ
う
に
実
際
は
も
っ
と
多
く
の
歌
が
両
者
の
間
で
か
わ
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
推
定
さ
れ
る
が
、
家
持
の
歌
だ
け
を
載
せ
る
の
は
珍
し
く
、
後
年
妻

と
な
る
坂
上
大
嬢
と
の
贈
答
歌
以
外
で
は
紀
女
郎
に
の
み
あ
ら
わ
れ
る
こ

と
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
作
歌
時
期
を
全
体
的
に
推
定
し
て
い
る
の
が
山
崎
馨
氏
で
、

氏
は
①
は
天
平
一
一
年
、
②
、
③
は
天
平
一
三
年
、
④
は
天
平
一
〇
年
、

⑤
は
天
平
一
四
年
と
す
る
。
山
崎
氏
は
一
四
五
二
、
一
六
六
一
歌
も
家
持

に
か
か
わ
る
歌
と
し
、
前
者
は
二
人
の
出
会
い
の
時
、
後
者
は
天
平
一
五

年
初
頭
の
こ
ろ
と

５
）

す
る
が
、
こ
こ
で
は
題
詞
に
贈
答
の
関
係
を
示
す
も
の

の
み
を
対
象
と
し
て
考
え
る
。
ま
ず
①
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
の
す
ぐ

後
に
「
久
邇
京
に
在
り
て
、
寧
楽
の
宅
に
留
ま
れ
る
坂
上
大
嬢
を
思
ひ
て

…
…
」（
七
六
五
題
）
と
あ
り
、
こ
の
歌
か
ら
久
邇
京
時
代
の
も
の
で
あ
る
か

ら
こ
れ
は
そ
れ
以
前
、天
平
一
一
年
末
か
一
二
年
秋
頃
ま
で
と
い
え
よ
う
。

②
、
③
は
久
邇
京
時
代
の
も
の
で
あ
る
。
④
の
一
四
六
〇
〜
一
四
六
三
歌

は
紀
女
郎
と
家
持
の
贈
答
歌
群
で
ひ
と
ま
と
ま
り
を
な
し
て
い
る
。
続
く

「
大
伴
家
持
、
坂
上
大
嬢
に
贈
る
歌
一
首
」（
八
・
一
四
六
四
）
の
左
注
に
「
右
、

久
邇
の
京
よ
り
奈
良
の
宅
に
贈
る
」
と
あ
る
。
こ
の
「
右
」
は
ど
こ
ま
で

遡
っ
て
い
う
か
定
か
で
な
い
。
巻
八
の
左
注
は
「
右
の
○
首
」「
右
」「
右

の
歌
」
の
三
種
が
あ
る
が
、「
右
の
○
首
」「
右
の
歌
」
に
関
し
て
問
題
は

な
い
。「
右
」に
つ
い
て
は
、
直
前
の
歌
や
歌
群
｜

贈
答
、
長
反
歌
、
同

一
の
題
詞
を
持
つ
歌
｜

を
示
す
か
ら
、
一
四
六
四
歌
の
「
右
」
は
こ
の
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歌
の
み
を
さ
す
こ
と
に
な
る
。
一
四
六
四
歌
か
ら
久
邇
京
時
代
の
歌
の
よ

う
で
、
①
と
同
じ
こ
ろ
の
歌
と
推
測
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
一
四
六
〇

〜
一
四
六
三
歌
は
久
邇
京
時
代
以
前
の
歌
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
二
人

の
歌
の
や
り
と
り
は
天
平
一
一
年
頃
に
始
ま
っ
た
と
い
え
る
か
ら
、
一
二

年
秋
ま
で
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
⑤
は
夏
相
聞
の
最
後
に
位
置
す
る
。
巻
八

は
春
相
聞
、
秋
雑
歌
、
秋
相
聞
に
久
邇
京
時
代
の
歌
を
最
後
に
お
く
が
、

夏
相
聞
部
に
は
久
邇
京
時
代
の
歌
は
な
く
、
こ
の
歌
の
内
容
か
ら
い
う
と

交
際
の
は
じ
め

６
）

こ
ろ
、
紀
女
郎
と
家
持
の
歌
の
作
歌
順
は
①
⑤
④
②
③
と

考
え
る
が
、
①
⑤
④
は
前
後
す
る
だ
ろ
う
。
山
崎
氏
と
は
④
と
⑤
が
異
な

る
。紀

女
郎
と
家
持
の
贈
答
歌
群
は
大
き
く
久
邇
京
以
前
と
久
邇
京
時
代
に

分
か
れ
る
が
、
久
邇
京
以
前
の
も
の
は
さ
か
の
ぼ
っ
て
も
天
平
一
一
年
く

ら
い
で
、
家
持
と
紀
女
郎
と
の
歌
の
贈
答
は
家
持
と
坂
上
大
嬢
と
の
結
婚

を
控
え
て
あ
る
い
は
結
婚
後
の
こ
と
と
な
る
。
家
持
と
紀
女
郎
の
歌
の
や

り
と
り
は
、
二
人
の
恋
情
に
根
ざ
す
も
の
で
な
く
、
時
期
的
な
こ
と
か
ら

い
っ
て
も
真
剣
な
恋
情
か
ら
は
じ
ま
っ
た
も
の
と
は
言
い
が
た
い
。

三

紀
女
郎
と
家
持
の
贈
答
歌
の
作
歌
時
期
の
推
定
を
こ
こ
ろ
み
た
が
、
そ

れ
に
よ
っ
て
初
期
の
も
の
か
ら
順
に
考
え
て
い
き
た
い
。
ま
ず
、

紀
女
郎
、
大
伴
宿
祢
家
持
に
贈
る
歌
二
首

神
さ
ぶ
と
否
に
は
あ
ら
ず
は
た
や
は
た
か
く
し
て
後
に
さ
ぶ
し
け
む

か
も
（
四
・
七
六
二
）

玉
の
緒
を
沫
緒
に

り
て
結
べ
ら
ば
あ
り
て
後
に
も
逢
は
ざ
ら
め
や

も
（
四
・
七
六
三
）

大
伴
宿
祢
家
持
の
和
ふ
る
歌
一
首

百
歳
に
老
い
舌
出
で
て
よ
よ
む
と
も
我
は
厭
は
じ
恋
は
増
す
と
も

（
四
・
七
六
四
）

紀
女
郎
と
家
持
の
歌
は
久
邇
京
時
代
以
前
、
天
平
一
二
年
聖
武
天
皇
の
東

国
巡
行
以
前
、
紀
女
郎
が
安
貴
王
と
別
れ
た
後
の
こ
と
で
、
天
平
一
一
、

一
二
年
こ
ろ
の
贈
答
歌
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
家
持
二
二
、
二
三
歳
、
紀
女

郎
は
そ
れ
よ
り
一
〇
歳
ほ
ど
年
長
と
い
わ
れ
る
。
紀
女
郎
の
歌
に
「
否
に

は
あ
ら
ず
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
万
葉
集
に
は
載
っ
て
い
な
い
が
家
持

か
ら
贈
ら
れ
た
歌
が
あ
っ
て
、
そ
れ
に
対
し
て
紀
女
郎
が
い
や
と
い
う
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
と
歌
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
家
持
の
歌
が
二
人
の
歌

の
贈
答
の
は
じ
ま
り
と
な
る
も
の
だ
ろ
う
。

紀
女
郎
が
「
否
に
は
あ
ら
ず
」
の
理
由
と
し
て
い
る
の
が
「
神
さ
ぶ
」

で
あ
る
。「
神
さ
ぶ
」は
逢
う
の
が
た
め
ら
わ
れ
る
状
態
に
あ
る
こ
と
、
こ

こ
で
は
具
体
的
に
は
年
老
い
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
よ
う
。
家
持
の
「
和
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ふ
る
歌
」
か
ら
も
そ
う
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
紀
女
郎
は
家
持
と
一

〇
歳
ほ
ど
離
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
こ
の
時
紀
女
郎
は
三
二
、
三
三
歳
で

当
時
と
い
え
ど
も
年
老
い
た
と
は
言
い
が
た
い
。
す
で
に
一
、
二
句
か
ら

し
て
虚
を
ま
じ
え
た
戯
歌
性
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

実
際
に
は
年
老
い
て
い
る
わ
け
で
な
い
が
、
あ
た
か
も
年
老
い
た
よ
う

に
戯
れ
に
歌
う
も
の
が
あ
る
。
坂
上
郎
女
が
大
宰
府
に
下
向
し
て
い
た
と

き
の
大
伴
百
代
と
坂
上
郎
女
の
歌
、

大
宰
大
監
大
伴
宿
祢
百
代
の
恋
の
歌

事
も
な
く
生
き
来
し
も
の
を
老
い
な
み
に
か
か
る
恋
に
も
我
は
あ
へ

る
か
も
（
四
・
五
五
九
）

大
伴
坂
上
郎
女
の
歌

黒
髪
に
白
髪
交
じ
り
老
ゆ
る
ま
で
か
か
る
恋
に
は
い
ま
だ
あ
は
な
く

に
（
四
・
五
六
三
）

の
五
六
三
歌
は
五
五
九
歌
を
受
け
て
の
も
の
と
目
さ
れ
る
が
、
二
人
は
と

も
に
老
人
と
は
い
い
難
い
年
齢
で
あ
り
な
が
ら
、
老
人
め
か
し
た
歌
で
受

け
答
え
し
て
い
る
。そ
こ
に
戯
歌
性
を
持
ち
込
も
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

七
六
三
歌
は
、
七
六
二
歌
の
「
否
」
と
い
っ
た
こ
と
に
対
し
て
、
本
音

は
「
あ
り
て
後
に
も
逢
は
ざ
ら
め
や
も
」
で
あ
る
こ
と
を
歌
っ
て
い
る
が
、

七
六
二
歌
の
「
神
さ
ぶ
」
自
体
が
虚
の
表
現
で
あ
り
、
そ
こ
に
切
実
さ
は

な
い
。
む
し
ろ
「
玉
の
緒
を
沫
緒
に
縒
り
て
結
」
ぶ
、
と
い
う
特
徴
の
あ

る
表
現
に
目
を
向
け
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。「
沫
緒
に
縒
」る
と
は
具
体
的
に

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
指
す
の
か
明
確
で
な
く
、
そ
れ
故
に
最
近
の
注
釈
書

で
も
、

一
、
糸
を
緩
く
縒
り
合
わ
せ
た
緒
を
い
う
か（
釈
注
）。
糸
に
撚
り
を
か

け
る
際
、
ゆ
る
や
か
に
撚
る
意
か
。（
和
歌
大
系
、
全
歌
講
義
）

二
、「
沫
緒
」
は
そ
の
「
片
緒
」
よ
り
は
切
れ
に
く
い
糸
の
縒
り
方
と
解

す
る
の
が
よ
か
ろ
う
か
。（
全
注
）

一
般
に
は
二
本
縒
り
に
す
る
糸
を
一
本
だ
け
に
縒
り
を
入
れ
る
切

れ
や
す
い
縒
り
方
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
そ
れ
よ
り
丈
夫
な
縒
り

方
を
い
う
か
。（
新
編
全
集
）

と
、
意
見
の
分
か
れ
る
と
こ
ろ
だ
が
、「
玉
の
緒
を
沫
緒
に
縒
り
て
結
」ん

だ
行
為
は
い
ず
れ
で
あ
っ
て
も
良
い
結
果
、
生
き
長
ら
え
る
こ
と
を
も
た

ら
す
も
の
と
し
て
歌
わ
れ
て
い
る
。
く
く
り
寄
せ
る
、
結
ぼ
う
と
す
る
と

い
う
行
為
が
生
き
長
ら
え
る
こ
と
を
も
た
ら
し
、
二
人
が
ま
た
逢
え
る
と

歌
う
も
の
に
、

白
玉
の
間
開
け
つ
つ
貫
け
る
緒
も
く
く
り
寄
す
れ
ば

ま
た
も
逢
ふ

も
の
を
（
十
一
・
二
四
四
八
）

あ
し
ひ
き
の
名
に
負
ふ
山
菅
押
し
伏
せ
て
君
し
結
ば
ば

逢
は
ざ
ら

め
や
も
（
十
一
・
二
四
七
七
）

が
あ
る
が
、「
白
玉
の
間
開
け
つ
つ
貫
け
る
緒
も
く
く
り
寄
」せ
よ
う
、「
山
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菅
押
し
伏
せ
て
君
し
結
」
ぼ
う
と
す
る
そ
の
行
為
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を

い
う
か
明
確
で
あ
る
。
ま
た
、
自
分
の
呪
的
、
積
極
的
な
行
為
は
な
く
、

幸
い
に
も
命
が
あ
っ
た
な
ら
、
後
に
で
も
逢
お
う
、
逢
う
こ
と
も
あ
ろ
う

と
歌
う
も
の
に
、

春
さ
れ
ば
ま
づ
三
枝
の
幸
く
あ
ら
ば

後
に
も
逢
は
む
な
恋
ひ
そ
我

妹
（
十
・
一
八
九
五
）

命
あ
ら
ば

逢
ふ
こ
と
も
あ
ら
む
我
が
故
に
は
だ
な
思
ひ
そ
命
だ
に

経
ば
（
十
五
・
三
七
四
五
、
中
臣
宅
守
）

命
を
し
全
く
し
あ
ら
ば

あ
り
き
ぬ
の
あ
り
て
後
に
も
逢
は
ざ
ら
め

や
も

一
に
云
ふ
「
あ
り
て
の
後
も
」（
十
五
・
三
七
四
一
、
中
臣
宅
守
）

が
あ
り
、「
幸
く
あ
ら
ば
」、「
命
あ
ら
ば
」、「
全
く
し
あ
ら
ば
」と
い
う
条

件
句
は
、
願
望
に
裏
打
ち
さ
れ
た
も
の
で
は
あ
る
が
自
分
の
意
思
的
な
行

為
に
よ
る
も
の
で
な
く
、
な
が
ら
え
た
な
ら
ば
の
こ
と
と
し
て
、
将
来
逢

う
こ
と
も
あ
ろ
う
と
し
て
い
る
。「
生
き
て
あ
ら
ば
見
ま
く
も
知
ら
ず
な
に

し
か
も
死
な
む
よ
妹
と
夢
に
見
え
つ
る
」（
四
・
五
八
一
）
の
「
生
き
て
あ
ら

ば
見
ま
く
も
知
ら
ず
」
も
同
様
で
あ
る
。
ま
た
、

人
皆
の
笠
に
縫
ふ
と
い
ふ
有
間
菅

あ
り
て
後
に
も
逢
は
む
と
そ
思

ふ
（
十
二
・
三
〇
六
四
）

木
綿
づ
つ
み
一
に
云
ふ
「

」

白
月
山
の
さ
な
か
づ
ら

後
も
必
ず

逢
は
む
と
そ
思
ふ
或
本
の
歌
に
曰
く
「
絶
え
む
と
妹
を
我
が
思
は
な
く
に
」

（
十
二
・
三
〇
七
三
）

に
至
っ
て
は
、
序
詞
に
よ
っ
て
「
あ
り
て
後
」「
後
」（
或
本
「
絶
え
む
」）

が
導
き
だ
さ
れ
、
条
件
句
も
な
く
こ
の
ま
ま
生
き
後
に
で
も
逢
お
う
と
、

更
に
自
分
の
意
思
的
な
行
為
は
希
薄
に
な
る
。

そ
の
点
、
紀
女
郎
の
「
玉
の
緒
を
沫
緒
に

り
て
結
べ
ら
ば
」
は
、
具

体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
あ
ら
わ
す
の
か
難
解
だ
が
、
他
に
例
を
み
な

い
表
現
で
個
性
的
で
あ
る
。
こ
う
し
た
歌
を
み
る
な
ら
ば
、
紀
女
郎
の
表

現
が
い
か
に
個
性
的
、
独
創
的
で
あ
る
か
が
わ
か
る
。

次
に
巻
八
・
夏
相
聞
歌
を
み
て
い
く
。

大
伴
家
持
、
紀
女
郎
に
贈
る
歌
一
首

な
で
し
こ
は
咲
き
て
散
り
ぬ
と
人
は
言
へ
ど
我
が
標
め
し
野
の
花
に

あ
ら
め
や
も
（
八
・
一
五
一
〇
）

は
、「
譬
喩
歌
」
に
分
類
す
べ
き
と
い
わ
れ
る
。
巻
三
「
譬
喩
歌
」
中
の
、

大
伴
宿
祢
駿
河
麻
呂
の
梅
の
歌
一
首

梅
の
花
咲
き
て
散
り
ぬ
と
人
は
言
へ
ど
我
が
標
結
ひ
し
枝
な
ら
め
や

も
（
三
・
四
〇
〇
）

と
よ
く
似
て
い
て
、「
梅
の
花
」、「
梅
の
枝
」を
女
性
に
譬
え
、
あ
る
女
性

が
他
の
人
と
恋
仲
に
あ
る
と
の
噂
を
耳
に
し
、
そ
の
人
は
ま
さ
か
わ
た
し

が
心
に
決
め
て
い
た
人
で
は
な
い
で
し
ょ
う
ね
、
と
い
う
寓
意
を
持
っ
た

こ
の
歌
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
だ
か
ら
で
あ
る
。
確
か
に
四
〇
〇
歌
が
「
譬
喩
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歌
」
部
に
入
っ
て
い
る
な
ら
、
一
五
一
〇
歌
も
「
譬
喩
歌
」
部
に
入
れ
て

よ
い
は
ず
で
あ
る
。
巻
三
「
譬
喩
歌
」
部
に
入
っ
て
い
な
い
の
は
巻
三
「
譬

喩
歌
」
は
家
持
と
紀
女
郎
が
未
だ
歌
を
交
し
合
う
間
柄
に
な
っ
て
い
な
い

頃
の
歌
を
集
め
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
一
五
一
〇
歌
は
す
で
に
指
摘
が
あ
る

と
お
り
、
の
ち
に
家
持
が
駿
河
麻
呂
の
歌
に
学
ん
で
つ
く
り
紀
女
郎
に

贈
っ
た
も
の
で
あ
る
。
巻
三
と
巻
八
と
異
な
る
巻
に
収
め
ら
れ
て
い
る
と

は
い
え
、
両
歌
の
類
似
性
、
家
持
の
模
倣
は
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
歌

が
巻
八
相
聞
部
の
最
後
に
載
る
の
は
、「
後
人
の
追
補
で
あ
る
か
ら
か
も
し

れ

７
）

な
い
」
と
い
う
可
能
性
も
あ
る
が
、
大
伴
家
歌
圏
で
は
そ
の
圏
内
の
歌

を
共
有
し
歌
作
り
に
生
し
て
い
く
慣
わ
し
が
あ
っ
た
の
だ
と
考
え
る
。

他
の
人
と
結
ば
れ
た
と
人
は
噂
し
て
お
り
ま
す
が
、
わ
た
し
が
契
り
を

結
ん
だ
あ
な
た
の
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
ね
、
と
歌
う
が
も
ち
ろ
ん
家

持
に
真
剣
に
相
手
を
問
い
詰
め
る
気
持
ち
は
な
い
。

四

紀
女
郎
、
大
伴
宿
祢
家
持
に
贈
る
歌
二
首

戯
奴

変
し
て
わ
け
と
云
ふ

が
た
め
我
が
手
も
す
ま
に
春
の
野
に
抜

け
る
茅
花
そ
召
し
て
肥
え
ま
せ
（
八
・
一
四
六
〇
）

原
文
）

戯
奴

變
云

和
氣

之
為

吾
手
母
須
麻
尓

春
野
尓

抜
流

茅
花
曾

御
食
而
肥
座

昼
は
咲
き
夜
は
恋
ひ
寝
る
合
歓
木
の
花
君
の
み
見
め
や
戯
奴
さ
へ
に

見
よ
（
八
・
一
四
六
一
）

原
文
）

晝
者
咲

夜
者
戀
宿

合

木
花

君
耳
将

見
哉

和

氣
佐
倍
尓
見
代

右
、
合
歓
の
花
と
茅
花
と
を
折
り
攀
ぢ
て
贈
る
。

大
伴
家
持
の
贈
り
和
ふ
る
歌
二
首

我
が
君
に
戯
奴
は
恋
ふ
ら
し
賜
り
た
る
茅
花
を
食
め
ど
い
や

せ
に

す
（
八
・
一
四
六
二
）

（
原
文
）

吾
君
尓

戯
奴
者
戀
良
思

給
有

茅
花
乎
雖

喫

弥

尓
夜
須

我
妹
子
が
形
見
の
合
歓
木
は
花
の
み
に
咲
き
て
け
だ
し
く
実
に
な
ら

じ
か
も
（
八
・
一
四
六
三
）

こ
れ
ら
紀
女
郎
か
ら
家
持
へ
の
歌
、
そ
れ
に
和
え
る
家
持
の
歌
の
最
も
大

き
な
特
徴
は
、「
わ
け
」
と
い
う
語
に
あ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
語
は
古
事
記
・

日
本
書
紀
を
は
じ
め
上
代
の
文
献
に
は
み
え
ず
、
万
葉
集
で
も
他
に
は
大

伴
三
依
と
巻
四
の
家
持
か
ら
紀
女
郎
に
贈
っ
た
歌
（
七
八
〇
歌
）
に
し
か
み

え

８
）

な
い
。
す
な
わ
ち
、
三
依
の
歌
及
び
家
持
と
紀
女
郎
の
贈
答
歌
に
し
か
、

こ
の
語
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
万
葉
集
に
あ
ら
わ
れ
る
さ
ま

を
た
ど
る
な
ら
ば
、
ま
ず
三
依
の
歌
か
ら
始
ま
る
。
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大
伴
宿
祢
三
依
の
歌
一
首

我
が
君
は
わ
け
を
ば
死
ね
と
思
へ
か
も
逢
ふ
夜
逢
は
ぬ
夜
二
走
る
ら

む
（
四
・
五
五
二
）

こ
の
三
依
の
歌
は
、
大
伴
旅
人
が
大
宰
帥
の
任
に
あ
っ
た
時
期
の
歌
群
中

に
あ
り
、
三
依
も
何
ら
か
の
任
に
よ
り
大
宰
府
に
下
向
し
て
い
た
と
き
の

歌
で
あ
る
。
大
宰
府
で
の
宴
席
で
同
じ
く
大
宰
府
の
旅
人
の
も
と
に
下
っ

て
い
た
坂
上
郎
女
に
向
っ
て
歌
っ
た
も

９
）

の
で
、
戯
笑
歌
に
自
分
を
卑
下
す

る
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

同
じ
時
、
家
持
も
ま
た
父
・
旅
人
と
と
も
に
大
宰
府
に
い
て
、
三
依
と

坂
上
郎
女
と
の
「
わ
け
」
と
い
う
珍
し
い
表
現
に
遭
遇
し
た
。
家
持
と
紀

女
郎
の
歌
に
の
み
歌
語
と
し
て
踏
襲
さ
れ
る
の
は
、
家
持
が
か
つ
て
大
宰

府
で
こ
の
歌
語
に
遭
遇
し
、
自
ら
の
歌
に
取
り
入
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
で

あ
ろ
う
。帰
京
後
の
家
持
と
紀
女
郎
と
の
歌
に
再
現
さ
れ
た
の
で
、「
わ
け
」

を
歌
語
と
し
て
用
い
た
三
依
の
歌
は
、
後
の
家
持
ら
の
歌
作
り
に
影
響
を

与
え
た
こ
と
に
な
り
、
こ
こ
に
お
い
て
、「
わ
け
」は
大
伴
家
歌
圏
の
特
に

家
持
と
紀
女
郎
の
贈
答
歌
の
歌
語
と
し
て
定
着
す
る
。

「
わ
け
」
は
、「
若
」
と
い
う
語
と
同
源
で
若
輩
の
者
を
揶
揄
し
た
、
奴

と
い
う
よ
う
な
意
味
で
、
万
葉
集
の
例
は
い
ず
れ
も
戯
笑
性
の
高
い
歌
に

用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
表
記
は
五
五
二
歌
の
万
葉
仮
名
表
記
「
和
氣
」

を
う
け
七
八
〇
、
一
四
六
一
歌
で
は
「
和
氣
」
で
あ
る
。
最
初
に
「
戯
奴
」

の
表
記
を
用
い
た
一
四
六
〇
歌
に
は
、「
戯
奴

変
し
て
わ
け
と
云
ふ
」
と
そ

の
訓
を
示
す
注
を
わ
ざ
わ
ざ
つ
け
て
い
る
。
家
持
へ
歌
を
贈
る
に
あ
た
っ

て
、
紀
女
郎
は
家
持
か
ら
の
歌
に
あ
っ
た
（
但
し
、
万
葉
集
中
に
そ
れ
は

な
い
。
万
葉
集
に
は
載
せ
な
い
が
、
紀
女
郎
と
家
持
の
贈
答
歌
は
他
に
も

あ
っ
た
と
は
い
え
る
）「
わ
け
」を
用
い
そ
の
表
記
に
戯
笑
性
を
も
た
せ
た

の
で
あ
る
。
そ
の
訓
み
が
特
殊
で
あ
る
た
め
に
わ
ざ
わ
ざ
注
を
つ
け
て
き

た
の
で
あ
る
。
井
出
至
氏
が
「
女
郎
は
そ
の
表
記
の
上
に
も
一
策
を
弄
し

た
の
で
は
な

10
）

い
か
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、「
戯
奴
」
と
い
う
表
記
は
明
ら
か

に
工
夫
さ
れ
た
表
記
で
「
わ
け
」
と
い
う
語
が
本
来
も
つ
戯
笑
性
に
用
字

の
面
で
も
強
め
た
も
の
、
と
い
え
る
。
そ
の
後
、
井
出
至
氏
は
前
論
で
掲

げ
た
考
察
を
も
と
に
、「
戯
奴
」
が
『
太
子
絵
伝
』
に
「
冊
一

奴
楽
舞
」

と
み
え
る
こ
と
か
ら
、「
伎
の
楽
舞
に
携
わ
っ
た
身
分
の
低
い
若
者
を
表
わ

す
語
と
し
て
実
際
に
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
ば
」で
、
紀
女
郎
の
歌
は「
戯

奴
」
に
な
ぞ
ら
え
た
家
持
に
花
を
贈
る
に
際
し
て
添
え
た
歌
と
述

11
）

べ
る
。

左
注
に
よ
れ
ば
、
一
四
六
〇
〜
一
四
六
一
歌
は
合
歓
と
茅
花
の
花
を
贈
る

に
あ
た
っ
て
添
え
ら
れ
た
も
の
と
あ
る
。
合
歓
の
花
に
つ
い
て
は
小
島
憲

之
氏
の
、

「
ね
ぶ
」と
云
ふ
合
歓
木
、
昼
は
咲
い
て
夜
は
靡
き
寝
る
と
云
ふ
姿
の

中
に
、
更
に
「
合
歓
」
と
云
ふ
男
女
の
「
睦
び
」
を
示
す
語
を
相
手

の
心
に
も
響
か
せ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
そ
こ
に
天
平
歌
人
紀
女
郎
と
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家
持
と
云
ふ
男
女
の
風
流
な
戯
歌
の
姿
が
み
ら

12
）

れ
る
。

と
い
う
指
摘
が
あ
る
。
小
島
氏
は
、「
戯
れ
の
文
学
」と
し
て
、
家
持
と
池

主
の
戯
れ
の
書
翰
贈
答
歌
群
と
と
も
に
こ
の
紀
女
郎
と
家
持
と
の
贈
答
歌

群
を
あ
げ
、
戯
歌
的
要
素
を
も
つ
贈
答
歌
と
し
て
い
る
。

紀
女
郎
の
家
持
へ
の
歌
の
「
わ
け
」
は
家
持
を
さ
し
、
お
前
の
た
め
（
一

四
六
〇
）
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
る
。
一
四
六
一
歌
も
家
持
に
対
し
て
お

前
も
み
な
さ
い
、
と
い
う
意
で
相
手
を
卑
し
め
る
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て

い
る
。

家
持
の
紀
女
郎
へ
の
歌
、「
我
が
君
に
戯
奴
は
恋
ふ
ら
し
」は
、
紀
女
郎

を
「
我
が
君
」
と
い
い
、
家
持
が
謙
遜
、
卑
下
し
て
自
分
を
「
戯
奴
」
と

歌
っ
て
い
て
、「
わ
け
」
は
い
ず
れ
も
家
持
・
男
性
を
さ
す
。

五

大
伴
宿
祢
家
持
、
紀
女
郎
に
贈
る
歌
一
首

鶉
鳴
く
古
り
に
し
郷
ゆ
思
へ
ど
も
な
に
そ
も
妹
に
逢
ふ
よ
し
も
な
き

（
四
・
七
七
五
）

紀
女
郎
、
家
持
に
報
へ
贈
る
歌
一
首

言
出
し
は
誰
が
言
な
る
か
小
山
田
の
苗
代
水
の
中
淀
に
し
て

（
四
・
七
七
六
）

大
伴
宿
祢
家
持
、
更
に
紀
女
郎
に
贈
る
歌
五
首

我
妹
子
が
や
ど
の
ま
が
き
を
見
に
行
か
ば
け
だ
し
門
よ
り
帰
し
て
む

か
も
（
四
・
七
七
七
）

う
つ
た
へ
に
ま
が
き
の
姿
見
ま
く
欲
り
行
か
む
と
言
へ
や
君
を
見
に

こ
そ
（
四
・
七
七
八
）

板
葺
の
黒
木
の
屋
根
は
山
近
し
明
日
の
日
取
り
て
持
ち
て
参
ゐ
来
む

（
四
・
七
七
九
）

黒
木
取
り
草
も
刈
り
つ
つ
仕
へ
め
ど
い
そ
し
き
わ
け
と
褒
め
む
と
も

あ
ら
ず

一
に
云
ふ
「
仕
ふ
と
も
」（
四
・
七
八
〇
）

ぬ
ば
た
ま
の
昨
夜
は
帰
し
つ
今
夜
さ
へ
我
を
帰
す
な
道
の
長
手
を

（
四
・
七
八
一
）

久
邇
京
時
代
の
歌
で
あ
る
。
久
邇
京
時
代
紀
女
郎
は
奈
良
に
留
ま
っ
て
い

た
と
す
る
考
え
も
あ

13
）

る
が
、
七
七
七
歌
は
家
持
が
紀
女
郎
の
と
こ
ろ
へ
通

う
こ
と
が
で
き
る
距
離
で
あ
っ
て
こ
そ
、
七
七
七
〜
七
八
〇
歌
は
家
持
が

紀
女
郎
の
も
と
へ
通
常
の
生
活
を
送
り
な
が
ら
通
う
こ
と
が
で
き
て
こ

そ
、
い
き
る
歌
で
あ
り
、
七
八
一
歌
は
「
道
の
長
手
」
か
ら
遠
く
に
離
れ

て
い
る
よ
う
に
み
え
る
が
、
逢
え
ず
に
帰
さ
れ
た
道
の
り
は
遠
く
感
ず
る

こ
と
を
歌
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
紀
女
郎
は
氏
女
と
し
て
久
邇
宮
に

仕
え
る
身
で
久
邇
京
内
に
住
ん
で
い
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

二
人
の
贈
答
歌
群
は
家
持
か
ら
紀
女
郎
へ
の
歌
を
も
っ
て
始
ま
る
。「
鶉
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鳴
く
」は
鶉
の
人
気
な
く
草
深
い
荒
地
に
住
む
と
こ
ろ
か
ら「
古
る
」、「
古

し
」
に
か
か
る
枕
詞
と
な
り
集
中
に
は
他
に
三
首
認
め
ら
れ
る
。
そ
れ
ら

は
、

故
郷
の
豊
浦
の
寺
の
尼
の
私
房
に
し
て
宴
す
る
歌
三
首
（
内

一
首
）

鶉
鳴
く
古
り
に
し
郷
の
秋
萩
を
思
ふ
人
ど
ち
相
見
つ
る
か
も

（
八
・
一
五
五
八
、
沙
弥
尼
等
）

物
に
寄
せ
て
思
ひ
を
陳
ぶ
る

人
言
を
繁
み
と
君
を
鶉
鳴
く
人
の
古
家
に
語
ら
ひ
て
遣
り
つ

（
十
一
・
二
七
九
九
、
作
者
未
詳
）

（
天
平
）十
六
年
四
月
五
日
に
独
り
奈
良
の
故
宅
に
居
り
て
作

る
歌
六
首
（
内
一
首
）

鶉
鳴
く
古
し
と
人
は
思
へ
れ
ど
花
橘
の
に
ほ
ふ
こ
の
や
ど

（
十
七
・
三
九
二
〇
、
家
持
）

で
あ
る
。
一
五
五
八
歌
の
「
鶉
鳴
く
古
り
に
し
郷
」
は
奈
良
遷
都
後
の
飛

鳥
、
二
七
九
九
歌
の
「
鶉
鳴
く
人
の
古
家
」
は
荒
れ
た
古
び
た
家
を
導
き

だ
す
。
三
九
二
〇
歌
は
聖
武
天
皇
が
天
平
一
二
年
一
二
月
一
五
日
「
恭
仁

宮
に
到
り
、
こ
こ
を
都
と
」
し
更
に
一
六
年
閏
一
月
一
一
日
難
波
等
の
行

幸
を
経
て
二
月
二
六
日
「
難
波
宮
を
皇
都
」
と
し
、「
都
を
平
城
に
復
」
し

た
の
は
一
七
年
五
月
一
一
日
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
都
が
奈
良
を
離
れ
て

い
た
こ
ろ
の
も
の
で
、
や
は
り
今
都
で
は
な
い
奈
良
を
「
鶉
鳴
く
古
し
」

と
歌
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。「
鶉
鳴
く
」
で
導
か
れ
る
「
古
」
は
今
は
都

で
な
い
地
、
住
む
人
の
い
な
い
古
び
た
家
を
さ
す
。
家
持
が
久
邇
京
か
ら

紀
女
郎
に
贈
っ
た
七
七
五
歌
も
そ
の
例
か
ら
も
れ
な
い
が
、「
鶉
鳴
く
古
り

に
し
郷
ゆ
」
は
時
代
を
あ
ら
わ
す
表
現
と
し
て
用
い
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
異

色
で
あ
る
。
こ
の
二
句
は
厳
密
に
い
え
ば
今
は
旧
都
と
な
っ
て
い
る
奈
良

の
都
に
い
た
時
か
ら
と
い
う
こ
と
で
、
奈
良
の
都
の
時
か
ら
と
い
っ
て
よ

い
と
こ
ろ
を
「
鶉
鳴
く
古
り
に
し
郷
ゆ
」
と
歌
い
特
徴
を
出
し
て
い
る
。

こ
れ
に
紀
女
郎
が
報
え
贈
っ
た
歌
は
、
は
じ
め
に
言
葉
を
か
け
な
が
ら
途

切
れ
た
り
す
る
相
手
の
責
任
の
な
さ
を
な
じ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
あ

と
家
持
の
「
更
に
紀
女
郎
に
贈
る
歌
五
首
」
が
あ
り
、
こ
れ
に
対
す
る
紀

女
郎
の
歌
は
載
せ
ら
れ
る
こ
と
な
く
家
持
と
紀
女
郎
の
贈
答
歌
群
は
終
わ

る
。こ

の
五
首
を
も
っ
て
家
持
と
紀
女
郎
の
贈
答
歌
群
は
締
め
括
ら
れ
、
家

持
と
紀
女
郎
の
世
界
が
家
持
に
よ
っ
て
歌
物
語
的
に
展
開
さ
れ
閉
じ
ら
れ

る
。七

七
七
歌
の
「
ま
が
き
を
見
に
行
か
ば
」
と
い
う
の
は
、
実
は
、
七
七

八
歌
の
「
君
を
見
に
こ
そ
」
が
本
当
の
目
的
で
あ
る
と
い
う
繫
が
り
か
ら

一
ま
と
ま
り
を
な
す
。
七
七
九
歌
は
同
日
の
こ
と
で
は
あ
る
が
「
明
日
の

日
取
り
て
持
ち
て
参
ゐ
来
む
」
に
よ
っ
て
紀
女
郎
か
ら
「
黒
木
」
を
所
望
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す
る
歌
な
ど
が
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
で
き
る
。
七
七
八
歌
で
紀
女
郎
を

「
君
」
と
い
う
の
は
一
四
六
二
歌
の
「
我
が
君
」
と
同
様
に
紀
女
郎
を
主
君

と
み
な
し
、七
七
九
歌
は
明
日
黒
木
を
持
っ
て
参
上
し
ま
し
ょ
う
、と「
君
」

に
仕
え
る
こ
と
を
宣
言
す
る
。
七
八
〇
歌
は
七
七
九
歌
の
「
黒
木
」
を
引

継
ぎ
萱
も
持
ち
出
し
お
仕
え
し
よ
う
と
歌
っ
て
い
る
。
七
八
一
歌
は
昨
夜

の
よ
う
に
追
い
返
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
、
と
第
一
首
に
呼
応
す
る
仕
組
み

と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
五
首
は
二
首
、
二
首
、
一
首
の
構
成
か
ら
成
る
一
つ
の
ま
と
ま
り

を
も
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
い
わ
ば
家
持
と
紀
女
郎
の
あ
り

方
か
ら
で
き
た
、
あ
る
夜
か
ら
翌
日
の
夜
ま
で
を
時
の
流
れ
に
そ
っ
て
、

紀
女
郎
と
の
い
き
さ
つ
を
歌
っ
た
一
つ
の
筋
書
き
を
持
つ
歌
群
で
あ
る
。

七
七
七
歌
の
よ
う
な
歌
に
、

大
伴
宿
祢
家
持
、
娘
子
の
門
に
到
り
て
作
る
歌
一
首

妹
が
家
の
門
田
を
見
む
と
う
ち
出
来
し
心
も
著
く
照
る
月
夜
か
も

（
八
・
一
五
九
六
）

と
い
う
家
持
の
歌
が
あ
る
。
こ
の
歌
も
娘
子
の
門
田
を
見
る
こ
と
だ
け
が

目
的
で
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
、
尋
ね
て
き
た
男
性
を
帰
す
歌

と
し
て
、

湯
原
王
、
娘
子
に
贈
る
歌
二
首
（
内
一
首
）

う
は
へ
な
き
も
の
か
も
人
は
か
く
ば
か
り
遠
き
家
道
を
帰
さ
く
思
へ

ば
（
四
・
六
三
一
）

大
伴
宿
祢
家
持
、
娘
子
の
門
に
到
り
て
作
る
歌
一
首

か
く
し
て
や
な
ほ
や
退
ら
む
近
か
ら
ぬ
道
の
間
を
な
づ
み
参
ゐ
来
て

（
四
・
七
〇
〇
）

が
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
は
現
実
の
生
活
の
中
に
あ
っ
た
こ
と
で
そ
の
反

映
で
は
あ
る
だ
ろ
う
。
六
三
一
歌
は
湯
原
王
と
娘
子
贈
答
歌
群
（
四
・
六
三

一
〜
六
四
二
）
の
冒
頭
に
位
置
す
る
歌
で
あ
る
。
こ
の
歌
群
は
湯
原
王
と
娘

子
が
交
互
に
歌
を
贈
答
し
最
後
に
湯
原
王
の
独
詠
歌
一
首
で
閉
じ
ら
れ
る

と
い
う
、
虚
構
的
、
物
語
的
世
界
を
展
開
し
て
い
る
歌
群
で
あ
る
。
湯
原

王
と
娘
子
贈
答
歌
群
の
ほ
う
が
歌
数
も
多
く
内
容
も
変
化
に
富
ん
で
い
る

が
、
そ
の
冒
頭
歌
と
発
想
を
同
じ
く
す
る
歌
で
こ
の
歌
群
が
始
ま
る
こ
と

は
こ
の
歌
群
の
性
格
を
示
す
も
の
と
な
る
。

七
〇
〇
歌
は
家
持
が
娘
子
の
門
に
た
ど
り
着
い
て
の
歌
で
、
近
く
も
な

い
道
の
り
を
苦
労
し
て
き
た
の
に
帰
さ
れ
る
嘆
き
を
歌
っ
て
い
る
。
こ
の

歌
の
直
前
直
後
に
娘
子
か
ら
家
持
へ
の
歌
や
家
持
か
ら
娘
子
へ
の
歌
は
な

く
、
ま
た
娘
子
が
い
か
な
る
女
性
な
の
か
も
定
か
で
な
い
。
少
し
前
に
家

持
の
「
娘
子
に
贈
る
歌
二
首
」（
四
・
六
九
一
〜
六
九
二
）
が
あ
り
、
後
に
「
娘

子
に
贈
る
歌
七
首
」（
四
・
七
一
四
〜
七
二
〇
）
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
と
の
関
係

も
定
か
で
な
い
。「
娘
子
に
贈
る
歌
二
首
」
中
の
六
九
二
歌
は
、

う
は
へ
な
き
妹
に
も
あ
る
か
も
か
く
ば
か
り
人
の
心
を
尽
く
さ
く
思
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へ
ば

で
、
上
の
句
は
湯
原
王
の
六
三
一
歌
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
家
持
は
湯
原

王
の
六
三
一
歌
の
上
句
を
六
九
二
歌
に
、
下
句
を
七
七
七
歌
に
取
り
入
れ

歌
を
作
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
紀
女
郎
に
贈
る
五
首
の
冒
頭
歌
は
湯
原

王
と
娘
子
贈
答
歌
群
の
冒
頭
歌
を
踏
襲
し
、
家
持
自
身
に
よ
る
「
娘
子
の

門
に
到
り
て
作
る
歌
」（
八
・
一
五
九
六
、
四
・
七
〇
〇
）
に
よ
っ
て
作
り
上
げ

た
歌
で
あ
る
。
家
持
が
歌
を
贈
っ
て
い
る
「
娘
子
」
な
る
女
性
は
ど
の
よ

う
な
女
性
で
あ
る
か
不
明
で
匿
名
性
を
掲
げ
る
こ
と
を
意
図
す
る
も
の
だ

ろ
う
。
家
持
の
誰
と
も
特
定
で
き
な
い
、
架
空
か
も
し
れ
な
い
、
実
在
で

あ
っ
た
と
し
て
も
名
を
あ
か
さ
な
い
「
娘
子
」へ
贈
っ
た
歌
へ
の
依
存
は
、

家
持
の
故
意
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
湯
原
王
と
娘
子
贈
答
歌
群
の

虚
構
性
、
娘
子
と
い
う
匿
名
性
が
も
た
ら
す
虚
構
性
に
根
ざ
し
た
こ
の
歌

群
と
そ
の
始
ま
り
を
同
じ
く
す
る
の
も
意
図
的
な
も
の
で
あ
る
。

一
五
九
六
、
七
〇
〇
、
六
三
一
歌
の
い
ず
れ
も
女
性
の
も
と
に
た
ど
り

着
い
て
の
歌
で
あ
る
。
し
か
し
七
七
七
歌
は
「
行
か
ば
」
で
た
ど
り
着
い

て
の
も
の
で
な
く
、
も
し
行
っ
た
な
ら
ば
、
で
あ
る
。
行
っ
た
の
に
帰
さ

れ
た
と
、
行
っ
た
ら
帰
す
で
し
ょ
う
と
の
違
い
は
、
前
者
の
ほ
う
が
悲
嘆

は
深
く
な
り
後
者
は
ど
う
せ
返
す
の
で
し
ょ
う
、
と
皮
肉
め
く
。
通
常
男

性
か
ら
女
性
へ
の
呼
称
は「
妹
」で
あ
る
が
、
七
七
八
歌
で
紀
女
郎
を「
君
」

と
す
る
の
は
、
先
に
あ
げ
た
紀
女
郎
と
家
持
の
贈
答
歌
群
中
の「
君
」（
八
・

一
四
六
一
、
一
四
六
二
）
と
同
様
、
家
持
が
紀
女
郎
を
高
め
た
歌
い
方
で
戯
笑

的
な
表
現
で
あ
る
。

七
七
九
歌
か
ら
自
分
に
逢
い
に
来
る
こ
と
よ
り
も
、
屋
根
の
材
料
の
黒

木
を
所
望
す
る
紀
女
郎
の
歌
が
あ
っ
た
こ
と
が
伺
わ
れ
る
。「
参
り
来
む
」

は
、
先
に
「
な
づ
み
参
ゐ
来
て
」（
四
・
七
〇
〇
）
と
あ
っ
た
が
、
こ
こ
は
紀

女
郎
の
い
る
と
こ
ろ
を
こ
と
さ
ら
尊
ん
で
明
日
黒
木
を
持
っ
て
参
り
ま

し
ょ
う
、
と
自
分
を
紀
女
郎
に
仕
え
る
下
僕
と
し
て
用
い
て
い
る
。
自
分

を
「
わ
け
」
と
い
う
姿
勢
に
通
ず
る
も
の
で
あ
る
。「
参
ゐ
来
む
」
の
「
来
」

は
相
手
の
い
る
所
を
中
心
に
そ
こ
へ
行
く
こ
と
を

14
）

さ
す
こ
と
に
な
る
。

七
八
〇
歌
は
三
句
目
に
「
一
に
云
ふ
」
と
し
て
「
仕
ふ
と
も
」（
原
文
「
仕

登
毛
」
）
を
伝
え
る
。「
と
も
」
は
ま
れ
に
既
に
事
実
で
あ
る
こ
と
を
仮
定
的

に
条
件
と
す
る
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
こ
は
「
未
だ
事
実
で
な
い
こ
と
を
条

件
と

15
）

す
る
」
場
合
で
あ
ろ
う
。「
仕
ふ
と
も
」
と
「
仕
へ
め
ど
」（
原
文
「
仕

目
利
」）
の
違
い
は
、「
仕
へ
め
ど
」
は
意
志
を
あ
ら
わ
す
「
め
」
を
詠
み
こ

み
「
仕
え
た
い
と
思
う
け
れ
ど
」
と
仕
え
る
意
志
の
あ
る
こ
と
を
明
確
に

し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
お
仕
え
し
た
い
気
持
ち
は
あ
る
が
、
黒
木
を
取

る
ば
か
り
か
萱
ま
で
も
刈
っ
て
お
仕
え
し
た
と
し
て
も
勤
勉
な
や
つ
だ
と

褒
め
て
く
だ
さ
る
と
も
思
え
ま
せ
ん
、
と
相
手
が
自
分
を
認
め
て
く
れ
な

い
こ
と
を
自
嘲
的
に
歌
い
非
難
し
て
い
る
。
こ
の
歌
に
も
自
分
を
卑
下
す

る
よ
う
な
表
現
の
「
わ
け
」、「
仕
ふ
」
で
献
身
的
な
自
分
の
姿
を
描
き
戯
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笑
性
を
詠
出
し
て
い
る
。

七
八
一
歌
の
「
昨
夜
は
帰
し
つ
」
は
一
首
目
の
「
け
だ
し
門
よ
り
帰
し

て
む
か
も
」
と
呼
応
し
て
い
る
。
し
か
し
歌
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
い
う

な
ら
、
家
持
は
昨
日
、
紀
女
郎
の
も
と
に
行
っ
た
と
は
歌
っ
て
い
な
い
。

「
見
に
行
か
ば
」、「
行
か
む
と
言
へ
や
」、「
持
ち
て
参
り
来
む
」、「
仕
へ
め

ど
」
で
あ
り
、
仮
定
や
意
思
的
推
量
で
自
分
の
行
動
を
表
現
し
て
い
る
。

一
連
の
歌
群
が
「
今
夜
さ
へ
我
を
帰
す
な
道
の
長
手
を
」
と
強
い
禁
止
で

相
手
に
命
じ
て
終
え
る
か
ら
に
は
、
昨
日
は
来
た
の
に
帰
し
た
と
歌
う
必

要
が
あ
る
。
そ
う
歌
っ
て
こ
そ
禁
止
表
現
が
生
き
る
。「
前
三
首
か
ら
一
転

し
て
口
調
が
荒
く
な
り
、
女
に
対
す
る
男
の
立
場
に
成
り
代
わ
っ
て
い
る

点
も
、
真
正
面
か
ら
の
要
望
に
対
応
し
て
お
り
、
工
夫
の
あ
と
が
歴
然
と

し
て

16
）

い
る
」
と
い
う
発
言
も
こ
の
歌
の
変
化
と
工
夫
を
認
め
る
。

こ
の
五
首
は
一
つ
の
構
成
を
な
す
の
で
は
な
い
か
と
い
う
指
摘
は
た
と

え
ば
「
七
七
七
と
七
七
八
、
七
七
九
と
七
八
〇
が
二
首
ず
つ
一
ま
と
ま
り

で
、
最
後
の
七
八
一
歌
が
冒
頭
の
七
七
七
と
照
応
し
な
が
ら
全
体
を
収
め

て

17
）

い
る
」や
、「
有
機
的
な
つ
な
が
り
を
生
み
出
そ
う
と
す
る
工
夫
が
あ
ら

わ
れ
て
い
る
」「
構
成
的
な
意
図
に
よ
っ
て
作
ら
れ
て

18
）

い
る
」と
認
め
る
こ

と
が
で
き
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
特
に
多
田
氏
の
論
は
五
首
そ
れ

ぞ
れ
の
考
察
を
行
い
繫
が
り
を
考
え
た
上
で
の
発
言
で
あ
る
。

結
び
に
か
え
て

紀
女
郎
は
笠
女
郎
と
対
照
的
な
人
と
し
て
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

万
葉
集
に
は
、
紀
女
郎
は
一
二
首
、
笠
女
郎
は
二
九
首
の
歌
が
あ
り
、
数

の
上
で
は
笠
女
郎
の
ほ
う
が
は
る
か
に
多
い
。
紀
女
郎
の
歌
は
大
伴
家
持

と
の
贈
答
歌
の
他
に
は
七
首
の
歌
が
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
歌
を
万
葉
集
に

載
せ
歌
作
り
の
軌
跡
を
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
。
笠
女
郎
の
歌
は
巻
三
、

四
、
八
に
収
め
ら
れ
る
が
全
て
家
持
に
贈
る
歌
で
、
偏
っ
て
い
る
。
家
持

は
紀
女
郎
と
か
わ
し
た
歌
を
万
葉
集
に
載
せ
、紀
女
郎
か
ら
家
持
へ
五
首
、

家
持
か
ら
紀
女
郎
へ
一
一
首
と
家
持
の
ほ
う
が
ほ
ぼ
倍
近
い
歌
数
で
あ

る
。
笠
女
郎
が
家
持
に
贈
っ
た
歌
が
二
九
首
で
あ
る
の
に
対
し
て
家
持
か

ら
笠
女
郎
へ
の
歌
は
二
首
に
す
ぎ
ず
、
し
か
も
そ
の
二
首
は
「
今
更
に
妹

に
逢
は
め
や
と
思
へ
か
も
こ
こ
だ
く
我
が
胸
い
ぶ
せ
く
あ
る
ら
む
」（
四
・

六
六
一
）
、「
な
か
な
か
に
黙
あ
ら
ま
し
を
な
に
す
と
か
相
見
そ
め
む
け
む
遂

げ
ざ
ら
ま
く
に
」（
四
・
六
六
二
）
と
、
も
う
逢
え
な
く
な
っ
て
か
ら
、
逢
い

は
じ
め
た
こ
と
を
後
悔
す
る
歌
で
相
互
に
歌
の
や
り
と
り
の
妙
を
楽
し
む

も
の
と
は
い
え
な
い
。
そ
し
て
な
に
よ
り
も
大
き
な
違
い
は
、
紀
女
郎
に

対
し
て
は
名
、
父
、
過
去
の
結
婚
相
手
、
別
離
の
事
情
が
推
測
さ
れ
る
よ

う
な
記
事
、
と
い
う
よ
う
に
そ
の
素
性
、
経
歴
を
明
確
に
す
る
が
笠
女
郎

に
つ
い
て
は
そ
う
し
た
こ
と
は
一
切
留
め
な
い
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
こ
と

― ―167

（

）

一
四

北海学園大学人文論集 第47号(2010年11月)



は
ど
う
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

「
こ
と
」は
、
事
で
あ
り
言
で
あ
る
。
名
は
名
前
で
あ
り
人
格
そ
の
も
の

で
も
あ
る
。
名
告
る
こ
と
は
服
従
を
意
味
し
名
は
み
だ
り
に
明
か
す
も
の

で
は
な
く
、
男
性
が
女
性
の
名
を
問
う
こ
と
は
求
婚
を
意
味
す
る
。
男
性

に
と
っ
て
結
婚
相
手
や
恋
人
の
名
は
自
分
の
み
が
知
り
う
る
も
の
で
、
自

分
か
ら
あ
か
ら
さ
ま
に
す
べ
き
こ
と
で
は
な
い
。
紀
女
郎
の
名
や
出
自
を

家
持
が
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
男
性
の
名
を
明
ら
か
に
示
す
感

覚
に
似
て
家
持
に
と
っ
て
紀
女
郎
は
恋
の
対
象
者
で
な
い
、
と
い
う
こ
と

を
あ
ら
わ
す
。
笠
女
郎
の
名
や
出
自
を
明
か
さ
な
い
の
は
家
持
に
と
っ
て

笠
女
郎
は
自
分
だ
け
が
所
有
す
る
恋
の
対
象
者
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を

表
す
。

家
持
と
歌
の
や
り
と
り
を
し
た
、
あ
る
い
は
そ
の
可
能
性
の
あ
る
女
性

で
名
を
記
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
女
性
は
い
ず
れ
も
伝
未
詳
で
、
し
か

も
確
実
に
名
を
記
し
て
い
る
人
は
い
な
い
。
家
持
の
結
婚
相
手
で
あ
る
大

伴
坂
上
大
嬢
も
名
に
相
当
す
る
と
こ
ろ
は
な
く
、
家
持
の
妹
も
名
を
伝
え

ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
こ
う
し
て
見
る
と
父
、
か
つ
て
の
結
婚
相
手
、
名

前
を
明
記
し
て
い
る
紀
女
郎
は
異
例
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
ま
た
父
鹿

人
の
名
か
ら
小
鹿
と
い
う
名
を
持
つ
あ
た
り
、
紀
氏
を
代
表
す
る
よ
う
な

女
性
で
あ
っ
た
こ
と
が
伺
わ
れ
、
家
持
に
と
っ
て
私
的
な
存
在
で
あ
っ
た

と
い
う
よ
り
公
的
な
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
。
紀
女
郎
は
、
家
持
に

と
っ
て
他
の
女
性
と
は
異
な
る
女
性
で
、
そ
れ
が
紀
女
郎
と
家
持
の
歌
の

あ
り
方
に
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
想
像
で
き
る
。

紀
女
郎
と
家
持
の
贈
答
歌
群
は
戯
笑
性
に
富
ん
だ
歌
々
で
あ
る
と
い
う

こ
と
は
た
と
え
ば
、

家
持
と
紀
女
郎
の
や
り
と
り
は
、
徹
底
し
た
こ
と
ば
の
戯
れ
に
よ
っ

て
成
り
立
っ
て
い
る
。
お
互
い
の
磨
ぎ
す
ま
さ
れ
た
こ
と
ば
が
創
り

だ
す
世
界
に
浸
り
こ
み
、
そ
の
中
で
の
演
技
を
通
じ
て
虚
構
の
連
帯

空
間
を
形
成
し
て
い
く
、
そ
の
よ
う
な
営
み
を
そ
こ
に
見
る
こ
と
が

で

19
）

き
る
。

の
よ
う
に
す
で
に
定
説
の
感
が
あ
る
。
い
か
に
戯
歌
と
し
て
受
け
答
え
を

す
る
か
、
紀
女
郎
も
家
持
も
そ
の
こ
と
に
心
を
砕
い
た
。
具
体
的
な
私
見

は
個
々
で
触
れ
た
が
、
紀
女
郎
と
家
持
の
歌
は
全
て
「
相
聞
」
部
に
収
め

ら
れ
る
も
の
の
作
歌
動
機
は
恋
情
と
は
ほ
ど
遠
い
。

紀
女
郎
と
家
持
の
贈
答
歌
群
は
、
大
伴
家
歌
圏
の
作
歌
に
影
響
を
与
え

た
も
の
も
多
い
。

紀
女
郎
↓
家
持
「
神
さ
ぶ
と
否
に
は
あ
ら
ず
は
た
や
は
た
か
く
し
て

後
に
さ
ぶ
し
け
む
か
も
」

（
四
・
七
六
二
）

石
川
賀
係
女
郎
↓
家
持
「
神
さ
ぶ
と
否
に
は
あ
ら
ず
秋
草
の
結
び
し

紐
を
解
く
は
悲
し
も
」

（
八
・
一
六
一
二
）

家
持
↓
石
麻
呂
「

す

す
も
生
け
ら
ば
あ
ら
む
を
は
た
や
は
た
鰻
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を
取
る
と
川
に
流
る
な
」

（
十
六
・
三
八
五
四
）

「
神
さ
ぶ
と
否
に
は
あ
ら
ず
」
も
「
は
た
や
は
た
」
も
集
中
に
は
こ
れ
ら

し
か
例
は
な
い
。
石
川
賀
係
女
郎
の
歌
が
作
ら
れ
た
時
期
は
不
明
だ
が
、

お
な
じ
「
秋
相
聞
」
の
一
六
一
九
〜
一
六
二
〇
歌
に
「
天
平
十
一
年
八
月
」

に
作
る
と
あ
る
か
ら
、
そ
れ
以
前
の
作
で
、
家
持
に
贈
っ
た
歌
と
考
え
る

こ
と
も
で
き
る
。石
麻
呂
へ
の
家
持
の
歌
は
そ
の
左
注
に
あ
る
よ
う
に「
戯

咲
を
為
す
」歌
で
、
明
ら
か
に
家
持
が
紀
女
郎
の
歌
に
よ
っ
た
例
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
紀
女
郎
か
ら
の
歌
が
大
伴
家
ゆ
か
り
の
人
の
歌
作
り
に
活
か

さ
れ
る
の
は
、
紀
女
郎
の
歌
が
す
ぐ
れ
た
歌
と
し
て
重
ん
じ
ら
れ
た
か
ら

で
あ
ろ
う
。

妻
・
坂
上
大
嬢
の
歌
を
除
け
ば
、
紀
女
郎
と
笠
女
郎
は
と
も
に
家
持
へ

の
歌
を
多
く
載
せ
る
。
し
か
し
、
両
者
は
家
持
と
の
か
か
わ
り
で
い
え
ば

対
極
に
あ
る
。
家
持
と
紀
女
郎
の
歌
は
当
時
の
歌
作
り
で
い
え
ば
先
端
を

い
く
歌
風
で
あ
り
、
笠
女
郎
の
歌
は
恋
の
真
髄
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
そ

れ
ぞ
れ
に
家
持
は
関
わ
り
な
が
ら
、「
わ
け
」と
蔑
ま
さ
れ
よ
う
と
も
、
後

世
読
み
手
が
非
情
な
男
性
と
し
て
評
し
よ
う
と
も
、
対
極
に
あ
る
歌
と
し

て
万
葉
集
に
載
せ
る
こ
と
を
選
ん
だ
。

注

１
）

尾
山
篤
二
郎
「
紀
小
鹿
女
郎
」『
大
伴
家
持
の
研
究
』
昭
和
三
一
年
四
月

平
凡
社

２
）

和
歌
大
系

３
）

新
編
全
集

４
）
「
紀
氏
か
ら
見
た
紀
女
郎
」『
上
代
文
学
論
究
』
11

平
成
一
五
年
三
月

５
）
「
紀
女
郎
小
鹿
考
」

山
崎
馨

『
論
集
上
代
文
学
』
第
八
冊

昭
和
五
二
年
一
一

月

笠
間
書
院

６
）

全
歌
講
義

７
）

釈
注

８
）
「
神
名
に
多
く
あ
る
…
ワ
ケ
と
同
源
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
大
系
の
指
摘
は
あ
る

（
四
・
五
五
二
頭
注
）

９
）

拙
稿
「
大
伴
三
依
と
大
伴
坂
上
郎
女
」『
新
人
文
学
』
４

平
成
一
九
年
一
二
月

10
）
「
紀
女
郎
の
諧
謔
的
技
巧
｜
『
戯
奴
』
を
め
ぐ
っ
て
｜

」『
万
葉
』
40

昭
和
三

六
年
七
月

11
）
「
戯
奴
楽
舞
」『
万
葉
語
文
研
究
』
第
３
集

万
葉
語
学
文
学
研
究
会
編

平
成
一

九
年
六
月

和
泉
書
院

12
）
「
遊
仙
窟
の
投
げ
た
影
」『
上
代
日
本
文
学
と
中
国
文
学

中
』

昭
和
三
九
年
三

月

塙
書
房

13
）

山
崎
馨

注
４
に
同
じ
。
佐
藤
隆
「
家
持
・
紀
女
郎
と
擬
似
相
聞
｜

相
聞
歌
の

世
界
」『
中
京
大
学
上
代
文
学
論
究
』
３

平
成
七
年
三
月
。
多
田
一
臣
「
万
葉
集
の
読

み
の
現
在
｜

大
伴
家
持
を
中
心
に

紀
女
郎
へ
の
贈
歌
｜

戯
れ
の
世
界
の
構
築
」『
国
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文
学
』
42
｜
８

平
成
九
年
七
月

14
）

新
編
全
集

15
）
『
時
代
別
国
語
大
辞
典

上
代
編
』
昭
和
四
二
年
一
二
月

三
省
堂

16
）

釈
注

17
）

注
16
に
同
じ

18
）

注
13
の
多
田
論

19
）

注
18
に
同
じ

付
記

本
文
中
の
万
葉
集
は
『
萬
葉
集

本
文
篇
』『
萬
葉
集

訳
文
篇
』（
塙
書
房
）
に
よ
っ

た
。本

文
中
に
引
用
し
た
注
釈
書
は
次
の
よ
う
に
省
略
し
て
記
し
た
。

大
系

『
日
本
古
典
文
学
大
系

萬
葉
集
一
』

昭
和
三
二
年

岩
波
書
店

全
注

木
下
正
俊
『
萬
葉
集
全
注

巻
第
四
』

昭
和
五
一
年

有
斐
閣

釈
注

伊
藤
博
『
萬
葉
集
釈
注
』

一
九
九
四
〜
一
九
九
六
年

集
英
社

新
編
全
集

『
新編

日
本
古
典
文
学
全
集

萬
葉
集

①
』

一
九
九
四
年

小
学
館

和
歌
大
系

『
和
歌
文
学
大
系

萬
葉
集

㈠
』

平
成
九
年

明
治
書
院

全
歌
講
義

阿
蘇
瑞
枝
『
萬
葉
集

全
歌
講
義
』

二
〇
〇
六
年
〜

笠
間
書
院
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